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臨床熱帯医学分野 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

有吉紅也・教授 長崎県感染症対策委員会 エイズ・性感染症専門部
会委員 

長崎県 

有吉紅也・教授 長崎県感染症対策委員会委員 長崎県 

有吉紅也・教授 長崎県特定疾患対策協議会委員 長崎県 

有吉紅也・教授 長崎県教職員結核審査委員会委員 長崎県 

有吉紅也・教授 予防接種健康被害調査委員会 専門医師 長崎県 

有吉紅也・教授 長崎県研究事業評価委員会 環境保健分野研究評
価分科会委員 

長崎県 

有吉紅也・教授 評議員 日本熱帯医学会 

森本浩之輔 
・准教授 

長崎県研究事業評価委員会 環境保健分野研究評

価分科会委員 
長崎県 

 
競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

有吉紅也・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(A) 

北タイにおける HIV 伝播とエイズ病態に関

する宿主遺伝子多型研究 

有吉紅也・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策

研究事） 
HIV 感染とエイズ発症の阻止および治療に
関わる基礎研究 

有吉紅也・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（政策創薬総合研

究事業） 
新型チップ等を用いた第 22 染色体新規
SNPs多型の網羅的解析による HIV感染 
防御ワクチン及び抗 HIV 治療薬の効果判定
改善と新しい免疫治療法の開発 

有吉紅也・教授 厚生労働省 分担 厚生労働省国際医療協力研究委託事業 
開発途上国における血液媒体疾患に対する

総合的な対策のあり方に関する研究 

有吉紅也・教授 エイズ予防財団 代表 外国の研究機関等への委託事業（エイズ対策

研究推進事業） 
微生物共感染が HIV-1 伝播やエイズへの進
行に及ぼす役割：タイ人 HIV コホートにお
ける研究 

森本浩之輔 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
アポトーシス細胞の貪食除去に着目した肺

気腫の新しい治療戦略 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

吉田レイミント 
    ・助教 

Simultaneous Detection Assay for Viruses 

causing Respiratory Tract Infection 

 出願中  
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その他 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

有吉紅也・教授 北タイ HIV・エイズコホー
ト研究 

長崎新聞 2008年 
10月 6日

北タイにおける HIV・エイズ病態につい

ての研究活動が紹介された。 

 


